
第24回 熱性けいれん（2021年3月23日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅱ 7～11％＞

クイズの解説

日本小児神経学会の『熱性けいれん診療ガイドライン2015』には、熱性けいれんの有病率は「諸外国では概ね2～5％と報告されている。
わが国では7～11%と諸外国より高い有病率の報告が多い。」と記載されています。生後6か月から6歳ぐらいまでのお子さんにみられるけいれ
んです。初めて熱性けいれんを起こしたお子さんが、再び熱性けいれんを起こすのはそのうちの約30%で、そのほかのお子さんでは再発はありせ
ん。お子さんが初めて熱性けいれんを起こすと、保護者の方はあわててしまうのも無理もありませんが、できるだけ落ち着いて、下記（①～⑧）
内容を実践してみましょう。

熱性けいれんは家の中で起こることが多いですが、抱っこしているときに起こったら、思わぬ動きでお子さんを落としてしまう危険があるので、まず
は⓵安全な場所に移動させ、②平らな場所に寝かせてあげましょう。けいれんを起こした時に吐いてしまうお子さんもいるので、嘔吐物が気道に
入らないように、③横向きに寝かせてあげてください。この時に衣服の首元のボタンなどを外す、ベルトを緩めるなど、④呼吸が楽にできるように
してあげるとよいでしょう。また、熱性けいれんの中にはインフルエンザ脳症や髄膜炎など、重篤な病気で起こることもあるので、けいれんが⑤何分
ぐらい続いているか、⑥意識はあるか、⑦けいれんは身体の左右対称に起こっているかなどけいれんの様子を観察しておくと受診した時に役
立ちます。ほとんどの場合は2～3分でけいれんがおさまりますが、⑧けいれんが5分以上続く、けいれんがおさまっても意識の戻りや顔色が悪
い場合は、直ちに救急車を呼んでください。

典型的な熱性けいれん（38℃以上の発熱時、熱が出始めてから24時間以内に起こるけいれん、左右対称性、数分間で自然に治まる）
の場合は、基本的に後遺症が残らず、特別な治療も必要ありません。初めてけいれんを起こしたときには、念のため小児科を受診してください。
熱性けいれんは良性疾患であり、高熱が出なければけいれんを起こしませんので、日頃から熱を出さないための工夫（手洗いやうがい、規則
正しい生活、感染予防）につとめ、もし熱性けいれんが起こってしまった時はなるべく落ち着いて対応したいですね。

日本人の子どもが熱性けいれんを起こす割合は欧米に比べ高く、比較的よくみられます。 けいれんを起こした時の対応

① 安全な場所に移動させる

② 平らな場所に寝かせる

③ 横向きに寝かせる

④ 衣服を緩め、呼吸が楽になるようにする

⑤ けいれんが何分続いているかを測る

⑥ 意識がはっきりしているかを確認する

⑦ けいれんの様子（左右の動きの違い）
を確認する

⑧ けいれんが5分以上続く、けいれんが
おさまっても意識の戻りや顔色が悪い
場合は救急車を呼ぶ
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